
ローコード開発プラットフォーム
によるDXの加速化

ローコード開発

OutSystems

Before

課題① 変化対応への遅れ

課題

業務要件の整理、システム反映に開発スピードが追いつかない

コミュニケーションのためのドキュメント増課題 ②

After ローコード開発プラットフォームで解決

ローコード開発プラットフォーム「OutSystems」でムリ・ムラ・ムダの無い高開発を実現

解決① ローコードを活用した高速開発

ビジュアルモデリングでムダなドキュメントを削除解決②

事例 初詳細仕様局面～導入フェーズで従来開発と比較し２０％の削減

システム担当 ユーザ

実画面だと要件出しやすいね！

①モックアップ作成

＜削減する成果物例＞
画面レイアウト／画面項目定義書／
データベース定義書／ファイル定義書／
処理機能記述書 etc.

OutSystemsで代用できるドキュメントは作成しない

②ドキュメント削減

ドキュメント作成工数低減

動くモックアップを、素早く作成
ユーザに見せて認識齟齬の削減効果

コーディング・単体テスト工数低減

③制作工数スキップ

システム開発は紙を用いた伝言ゲーム、開発規模が大きくなれば「伝言」も多くなる


